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心
身０１

心,

10月10日は「体育の日」です。

この日は「スポーツにしたし承、

健康な心身をつちかう」とうたわ

れています。日ごろの運動不足を

再認識するよい機会です。

たとえば朝、体操をするとか出

勤時を早めて駅までのバス利用を

やめて歩いてゑるなど、心がけれ

ば自分にふさわしい運動不足は解

消できます。お子さんの服装もで

きるだけ薄着にさせて、戸外の気
温に対する抵抗力をつけさせるの

も今が一番よい季節です。

また、車で郊外や薄紅葉の溌谷

などへおでかけのご家庭でも、あ

る場所についたら自分の足で自然

の中を歩くことをプランのなかに

入れておきたし､ものです。

小さなお子さんと遊園地へ出か

けるかたは、観覧車などお金を出

して乗る遊びより、秋の日をから

だ一杯にあびて秋草などを摘むこ

とを第一の目的にしたし、もので

す。
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洲
第
三
回
定
例
市
議
会
は
、
九
月
十
四
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で

岬
九
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

恥
こ
の
議
会
の
第
一
日
目
、
鈴
木
市
長
は
、
昭
和
四
十
八
年
度

叩

Ｍ
市
政
経
過
と
現
況
の
報
告
を
行
な
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
あ
ら

岬
ま
し
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

福
祉
：
六
月
十
一
日
オ
ー
プ

ン
し
た
老
人
い
こ
い
の
家
「
こ

と
ぶ
き
荘
」
の
利
用
状
況
は
八

月
末
現
在
、
二
八
件
一
、
六
○

六
人
が
利
用
し
毎
月
増
加
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ね
た
き
り
老
人
な
ど

に
対
す
る
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
と
共
同
で

実
施
し
て
い
ま
す
。柵瀧蕊

蕊
道
路
舗
装
工
事
進
む

昭
和
四
十
八
年
度
上
半
期

市
政
の
経
過
と
現
況
を
報
告

悪
臭
は
常
時
観
測
に

公
害
対
策
．
：
七
月
一
日
よ
り

悪
臭
防
止
の
地
域
指
定
を
受
け

規
制
基
準
が
定
め
ら
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
監
視
、
測
定
の
仕
事

が
県
知
事
か
ら
市
長
に
移
さ
れ

た
の
で
、
十
月
か
ら
常
時
観
測

体
制
に
入
れ
る
よ
う
準
備
中
で

す
。
教
育
・
・
・
松
岡
小
屋
内
運
動
場

新
築
事
業
は
、
八
月
末
現
在
六第二回定例市議会

○
・
〈
１
セ
ン
ト
の
進
捗
率
で
、

十
月
二
十
日
完
成
を
目
標
に
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
小
の
特
別
教
室
は
、
八
月

末
竣
工
届
が
提
出
さ
れ
た
の
で

間
も
な
く
学
校
に
引
き
渡
さ
れ

ま
す
。
市
民
体
育
館
の
建
設
に
つ
い

て
は
、
基
本
設
計
内
容
の
検
討

が
終
り
実
施
設
計
中
で
す
。

建
設
・
・
・
道
路
舗
装
工
事
は
、

延
長
七
、
二
六
八
メ
ー
ト
ル
の

う
ち
完
成
が
三
、
一
二
二
メ
ー

ト
ル
で
四
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
進

捗
率
で
す
。
道
路
改
良
工
事
は

市
道
六
○
号
線
（
駒
木
原
）
ほ

か
六
路
線
に
つ
い
て
、
測
量
設

計
と
あ
わ
せ
用
地
の
交
渉
中
で

す
。
失
業
対
策
：
年
間
の
就
労
延

人
員
三
二
、
九
八
八
人
を
労
働

省
の
認
可
を
得
て
、
現
在
計
画

ど
お
り
側
溝
新
設
工
事
、
道
路

補
修
工
事
、
清
掃
事
業
を
実
施

中
で
す
。

都
市
計
画
・
高
萩
市
都
市
計

画
、
用
途
地
域
と
都
市
計
画
道

路
の
変
更
に
つ
い
て
、
本
定
例

議
会
に
提
案
し
ま
し
た
・

高
浜
排
水
路
改
良
工
事
は
現

在
進
行
中
で
す
が
、
第
二
工
区

に
つ
い
て
用
地
関
係
の
確
認
と

設
計
の
た
め
に
、
河
川
と
の
関

連
工
法
な
ど
の
研
究
を
進
め
て

い
ま
す
。

駒
木
原
児
童
公
園
施
設
整
備

事
業
は
、
関
係
地
主
の
ご
協
力

を
得
て
、
国
の
補
助
事
業
と
し

て
の
一
連
の
手
続
き
を
行
な
い

事
業
認
可
、
補
助
内
示
を
待
っ

て
入
札
す
る
考
え
で
す
。

松
久
保
工
業
用
地
Ｃ
区
画
に

つ
い
て
は
、
工
業
再
配
置
産
炭

地
域
振
興
公
団
が
公
募
し
た
と

こ
ろ
、
数
社
の
申
し
込
み
が
あ

り
県
、
公
団
と
共
に
じ
ゅ
う
ぶ

ん
検
討
し
た
結
果
「
永
谷
園
本

舗
」
本
社
東
京
都
港
区
に
決
定

赤
浜
に
田
園
都
市
建
設

農
林
：
・
柳
沢
林
道
開
設
事
業
決
定
し
ま
し
た
。

で
す
が
、
八
月
九
日
地
主
の
承
水
道
建
設
’
・
本
年
度
が
最
終

諾
得
ま
し
た
の
で
、
目
下
国
有
年
度
に
あ
た
り
、
年
度
内
工
事

地
貸
付
と
保
安
林
解
除
の
認
可
を
完
成
す
る
た
め
努
力
し
て
い

な
ど
の
接
渉
中
で
、
十
一
月
上
ま
す
。
主
な
建
設
工
事
は
配
水

旬
に
着
工
の
予
定
で
す
。
施
設
で
、
工
事
請
負
費
一
億
八

長
沢
林
道
事
業
も
用
地
取
得
二
九
○
万
円
の
内
契
約
済
額
八

承
諾
さ
れ
、
保
安
林
解
除
に
つ
九
五
四
万
円
、
未
契
約
分
に
つ

い
て
林
野
庁
で
審
査
中
で
す
。
い
て
は
近
々
工
事
発
注
の
予
定

土
地
改
良
事
業
十
五
ヵ
所
、
で
す
。
進
捗
状
況
は
、
本
年
度

事
業
費
一
、
四
五
六
万
円
に
つ
分
二
○
。
〈
－
セ
ン
ト
、
前
年
か

い
て
も
県
へ
補
助
金
申
請
書
を
ら
の
繰
越
工
事
額
一
億
六
九
六

提
出
、
十
一
月
上
旬
に
は
事
業
万
円
に
つ
い
て
は
九
○
・
ハ
ー
セ

を
実
施
し
た
い
考
え
で
す
。
ン
ト
の
進
捗
率
で
す
。

田
園
都
市
建
設
事
業
で
す
が
給
水
件
数
に
つ
い
て
は
、
現

八
月
十
七
日
赤
浜
部
落
六
十
人
在
一
、
四
七
四
件
で
、
本
年
度

が
参
加
し
て
先
進
地
視
察
を
実
目
標
給
水
件
数
二
、
三
○
○
件

施
し
、
八
月
二
十
六
日
モ
デ
ル
を
早
期
達
成
す
る
た
め
、
毎
月

集
落
の
受
入
れ
を
全
員
一
致
で
指
定
工
事
人
と
打
合
せ
を
行
な

水
道
給
水
工
事
を
急
ぐ

し
、
本
年
十
二
月
に
は
第
一
期

工
事
着
工
の
予
定
で
す
。

第
三
回
定
例
市
議
会
に
提
出

さ
れ
た
陳
情
、
請
願
に
つ
い
て

は
次
の
と
お
り
で
す
。

八
採
択
ｖ

○
道
路
舗
装
に
関
す
る
請
願

（
安
良
川
）

○
農
業
用
水
路
舗
修
及
び
農
道

新
設
に
関
す
る
請
願
（
上
手
綱
）

○
松
岡
小
学
校
屋
内
運
動
場
内

陳
情
請
願
報
告

部
施
設
備
品
充
実
に
関
す
る

請
願

八
不
採
択
ｖ

○
都
市
計
画
新
設
路
線
反
対
に

関
す
る
陳
情
（
下
手
綱
）

八
継
続
審
議
ｖ

○
通
路
敷
確
保
に
関
す
る
請
願

（
春
日
町
）

○
小
神
場
堰
と
用
水
路
の
改
修

に
つ
い
て
の
陳
情

○
道
路
舗
装
に
関
す
る
請
願

（
横
川
）

い
努
力
し
て
い
ま
す
。

工
業
用
水
道
建
設
…
前
年
度

か
ら
の
繰
越
工
事
額
九
、
六
七

七
万
円
の
内
九
五
・
ハ
ー
セ
ン
ト

が
進
捗
し
、
十
月
に
は
松
久
保

工
業
団
地
ま
で
の
試
験
通
水
が

可
能
で
す
。

消
防
…
水
道
消
火
栓
一
九
基

は
九
月
上
旬
完
成
し
、
残
り
三

七
基
と
今
般
補
正
予
定
の
二
七

基
に
つ
い
て
は
、
島
名
、
下
手

綱
、
上
手
綱
地
区
に
設
置
を
計

画
し
、
水
道
配
管
工
事
に
あ
わ

せ
実
施
す
る
予
定
で
す
。

普
通
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購

入
（
本
部
）
に
つ
い
て
は
、
目
下

製
作
ぎ
装
中
で
あ
り
、
小
型
動

力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
（
若
栗
、

中
戸
川
分
団
）
は
、
車
検
が
済

め
ば
入
荷
の
予
定
で
す
。

茨
城
国
体
…
あ
と
「
四
○
○

日
」
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
市
民
運
動
を
推
進
し
、
花

い
っ
ぱ
い
運
動
も
引
き
続
き
展

開
し
て
ゆ
く
考
え
で
す
。
な
お

い
っ
そ
う
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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「
渭
掃
の
日
」
の
第
三
日
曜

日
の
朝
、
市
民
の
象
な
さ
ん
と

駅
前
の
清
掃
を
す
る
た
め
出
か

け
よ
う
と
し
た
と
き
、
家
内
に

「
ま
ず
家
の
庭
を
掃
い
て
か
ら

に
し
て
ち
ょ
う
だ
い
」
と
言
わ

れ
た
。
「
そ
れ
は
お
ま
え
の
つ

と
め
だ
よ
」
と
す
ま
し
て
答
え

た
が
、
考
え
て
み
る
と
こ
の
辺

に
た
い
せ
つ
な
問
題
が
あ
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

日
ご
ろ
は
自
分
の
ま
わ
り
ば

最
近
の
め
ざ
ま
し
い
産
業
技

術
の
発
達
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
革

命
に
よ
る
新
し
い
形
態
の
火
を

使
う
設
備
、
器
具
が
大
き
く
な

り
市
民
の
生
活
様
式
が
大
き
く

変
化
す
る
と
と
も
に
、
新
し
い

形
態
の
火
災
が
発
生
す
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
社
会
情

勢
の
変
化
と
消
防
関
係
法
令
の

改
正
に
伴
な
い
、
規
制
内
容
の

改
善
合
理
化
を
図
る
た
め
、
市

火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
政
正

し
た
も
の
で
す
。

こ
の
条
例
は
、
第
二
回
（
六

月
）
定
例
市
議
会
で
議
決
さ
れ

’ ｜
’ 火

器
の
設
置
基
準
な
ど

影
喰
樋
刷
ド
ト
レ
Ⅱ

産
圃
市
火
災
予
防
条
例

1
1

か
り
を
き
れ
い
に
し
て
、
道
路

や
河
川
の
よ
ご
れ
を
気
に
し
な

い
人
た
ち
の
多
い
こ
と
を
嘆
く

あ
ま
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

市
内
清
掃
の
日
を
き
め
て
街
頭

の
清
掃
を
し
て
い
る
わ
け
で
す

が
肝
心
の
身
の
ま
わ
り
を
人
ま

か
せ
で
は
、
あ
ま
り
自
慢
に
な

ら
な
い
よ
う
で
す
。
や
は
り
、

人
に
見
え
る
と
こ
ろ
で
も
見
え

な
い
と
こ
ろ
で
も
、
ま
た
み
ん

た
も
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
火

災
シ
ー
ズ
ン
を
む
か
え
て
そ
の

概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

一
、
火
を
使
用
す
る
設
備
に
つ

い
て

①
正
常
燃
焼
に
必
要
な
空
気

の
取
り
入
れ
が
で
き
、
避
難

の
支
障
と
な
ら
な
い
位
置
に

設
け
る
。

②
燃
料
タ
ン
ク
は
、
容
量
区

分
に
応
じ
た
板
厚
で
自
動
容

量
覚
知
。
通
気
管
を
設
け
る

③
ボ
イ
ラ
ー
は
、
蒸
気
圧
力

が
異
常
涯
上
昇
し
た
場
合
、

熱
源
を
し
や
断
で
き
る
も
の

④
ス
ト
ー
ブ
の
煙
突
な
ど
接

■
削
り
Ｇ

〃
渡
成
巌
覧
、

’

｜

’

な
と
い
っ
し
ょ
で
も
ひ
と
り
で

も
や
る
べ
き
こ
と
は
や
る
の
だ

と
い
う
生
活
の
習
慣
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

日
本
人
の
生
活
習
慣
を
「
お

承
こ
し
」
か
つ
ぎ
に
た
と
え
た

外
国
人
が
い
ま
す
。
大
ぜ
い
で

す
と
ワ
イ
ワ
イ
騒
い
で
力
を
結

集
し
ま
す
が
、
ひ
と
り
ひ
と
り

の
行
動
に
な
る
と
平
気
で
反
社

会
的
に
な
る
こ
と
が
あ
る
よ
う

で
す
。わ
た
く
し
ど
も
は
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
、
自
分
の
行
動
に
責

任
を
持
つ
こ
と
か
、
明
る
く
住

永
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

続
方
法
を
定
め
、
火
粉
の
飛

散
防
止
を
義
務
づ
け
た
。

⑤
ガ
ス
湯
沸
設
備
を
簡
易
と

給
湯
に
分
け
、
ガ
ス
、
電
気

液
体
燃
料
な
ど
熱
源
別
に
規

制
し
、
熱
量
の
大
き
い
も
の

は
室
内
の
内
装
を
制
限
し
た

二
、
発
霞
・
変
電
設
備
は
固
定

す
る
こ
と

三
、
火
を
使
用
す
る
器
員
の
取

扱
い

①
使
用
す
る
熱
源
ご
と
に
、

場
所
、
使
用
方
法
を
定
め
た

②
液
体
燃
料
を
用
い
る
移
動

式
ス
ト
ー
ブ
は
、
地
震
な
ど

の
場
合
自
動
的
に
消
火
で
き

る
も
の
で
あ
る
こ
と

四
、
火
の
使
用
に
関
す
る
制
限

①
劇
場
な
ど
に
危
険
物
品
の

持
ち
込
承
を
禁
止
し
た
。

②
溶
接
作
業
の
場
合
、
火
気

の
制
限
、
喫
煙
場
所
の
設
置

な
ど
を
義
務
づ
け
た
。

③
枯
草
な
ど
を
放
置
し
た
空
地

の
所
有
者
に
は
、
除
去
と
防

火
措
置
を
義
務
づ
け
た
〕

五
、
指
定
数
量
末
満
の
危
険
物

の
貯
蔵
取
り
扱
い

①
少
量
危
険
物
の
屋
内
貯
蔵

取
り
扱
い
に
規
制
を
加
え
た

②
少
量
危
険
物
の
貯
蔵
取
り

扱
い
空
地
は
、
区
分
実
態
に

合
せ
た
規
制
と
な
る
。

③
移
動
タ
ー
ン
ク
の
基
準
を
新

設
し
た
。

六
、
避
難
の
管
理

①
百
貨
店
な
ど
避
難
路
の
幅

は
、
床
面
な
ど
に
応
じ
有
効

な
幅
が
必
要
と
な
っ
た
。

②
防
火
戸
に
関
す
る
規
定
を

設
け
、
い
つ
で
も
閉
鎖
で
き

閉
鎖
の
障
害
と
な
る
物
件
の

放
置
を
禁
じ
た
・

七
、
届
出
の
義
務

①
多
量
の
ガ
ス
な
ど
を
発
生
す

る
炉
、
か
ま
ど
な
ど
に
つ
い

て
は
、
消
防
本
部
に
届
出
が

必
要
と
な
っ
た
。

八
、
罰
則

①
罰
金
の
額
が
約
四
倍
に
引

き
上
げ
ら
れ
た
。

九
、
こ
の
条
例
は
、
罰
金
を
除

き
昭
和
四
十
八
年
十
月
一
日

か
ら
施
行
さ
れ
る
。

⑬
移
動
式
ス
ト
ー
ブ
に
つ
い

て
は
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い

る
も
の
は
、
昭
和
五
十
二
年

十
月
一
日
ま
で
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
く
わ
し
い
こ
と
は
、
消
防
本

部
（
電
話
②
二
二
五
八
番
）
で

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

行政相談週間
わたくしたちは、毎日の生活の中で、役所に対してこうして欲しいとか、このよ

うなやり方は納得できないなどの意見や不湖をもったりすることがあります。

あなたのみ､じかにいる行政相談委員や行政脆察局では、わたくしたちが行政に､つ

いて持つ意見や不満をしんせつ、無料･で相談に応じ、納得いく措置がとれるよう努

力しています。高萩市の行政相談委員は、神代虎五郎さん（上手綱）です。

1 0月14日～20日

-703-



市報 た か は （4）
一
さ(10月号）

お
宅
に
も

ぜ
ひ
郵
便
受
箱
を

高
萩
郵
便
局
で
は
、
お
客
さ

ま
の
た
い
せ
つ
な
郵
便
物
が
、

ス
ム
ー
ズ
に
配
達
で
き
、
ま
た

配
達
さ
れ
た
郵
便
物
が
、
雨
に

ぬ
れ
た
り
風
で
飛
ん
だ
り
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、
郵
政
省
標

準
規
格
の
受
箱
を
お
備
え
い
た

だ
く
よ
う
お
す
す
め
い
た
し
ま

す
。
「
あ
っ
せ
ん
価
格
は
七
百

円
で
す
」

お
求
め
に
な
る
か
た
は
、
高

萩
郵
便
局
郵
便
課
へ
ど
う
ぞ

電
話
②
二
一
○
○
番？

高
萩
局
に
市
内
局
番

〃
３
局
″
が
誕
生

新
し
い
交
換
機
の
増
設
工
事

が
完
了
し
、
九
月
二
十
八
日
か

ら
市
内
局
番
〃
３
局
″
約
七
百

の
加
入
電
話
が
開
通
し
ま
し
た

こ
れ
で
高
萩
局
に
、
市
内
局
番

〃
２
局
″
と
〃
３
局
″
が
誕
生

し
た
わ
け
で
す
。

な
お
十
月
か
ら
来
年
三
月
ま

で
に
開
通
す
る
電
話
は
、
す
べ

て
３
局
と
な
り
ま
す
。
通
話
さ

ポストコーナーダｲﾔﾙコーナー

霧
函

ｒ

ｌ

」

住

み

よ

い

社

会

を

つ
く
る
郵
便
貯
金

郵
便
貯
金
の
現
在
高
は
十
四

兆
円
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
貯
金
は
、
住
宅
・
病
院

学
校
の
建
設
、
公
害
防
止
、
道

路
、
鉄
道
な
ど
公
共
事
業
に
融

資
さ
れ
、
町
づ
く
り
村
づ
く
り

に
大
い
に
役
立
っ
て
お
り
ま
す

こ
の
た
び
郵
政
省
で
は
、
郵

便
貯
金
奨
励
運
動
を
十
月
末
日

ま
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
役
所
窓
口
へ

ボ
ー
ル
ペ
ン
立

関
東
郵
政
局
で
は
、
高
萩
郵

便
局
を
通
し
て
、
市
役
所
窓
口

に
ボ
ー
ル
・
ヘ
ン
立
十
個
を
贈
り

市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
利
用
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。下

れ
る
と
き
は
、
市
内
局
番
２
局

（
既
設
電
話
）
ま
た
は
３
局
を

忘
ず
に
続
け
て
ダ
イ
ヤ
ル
し
て

く
だ
さ
い
・

電
話
機
の
移
転

連
絡
は
お
早
め
に

家
の
増
改
築
な
ど
で
、
電
話

を
使
い
や
す
い
場
所
に
移
す
と

き
、
ど
う
し
て
も
今
日
中
に
と

注
文
さ
れ
て
も
、
そ
れ
に
応
じ

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

電
報
電
託
局
で
は
、
電
話
機
の

移
転
工
事
を
予
約
制
に
し
て
い

ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
と
き

に
は
お
早
め
に
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
ご
希
望
の
日
に
工
事
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

（
高
萩
電
報
電
話
局
）

-704



(10月号）ぎ市報 た か は（5）

「
１
１
‐
～
ｌ
～
Ｉ
く
～
１
１
～
～
１
１
く
～
～
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
ｌ
ｉ
～
１
１
１
１
１
１
１
，
１
‐
！
『

一
き
ょ
う
は
楽
し
か
っ
た
ね

一一

一
老
人
福
祉
大
会
一

〉

一
老
人
福
祉
大
会
は
九
月
九
日
高
萩
中
体
育
館
に
、
五
百
人
の

一
お
年
よ
り
の
み
な
さ
ん
が
参
加
し
て
に
ぎ
や
か
に
開
か
れ
ま
し

一
た
。
中
川
学
園
長
の
「
老
人
の
健
康
と
食
生
活
」
の
講
演
の
あ

一
と
素
人
演
芸
に
入
り
、
手
拍
手
や
笑
い
声
が
時
の
た
つ
の
を
忘

と
素
人
演
芸
に
入
り
、

手今寺ユ一一聖壱一呑堅

i国体のあゆみ

ｌ７ｄＩＰｂＴ

Ｐ
Ｐ
１
ｑ
７
ｊ
ｂ
Ｐ
１
ｄ
勺
Ｉ
Ｐ
Ｆ
１
４
ｑ
ｌ
炉
Ｆ
ｂ
１
９
ｕ

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
わ
が

国
を
復
興
さ
せ
、
心
の
基
軸
と

な
っ
た
の
は
ス
ポ
ー
ツ
で
し
た

戦
後
、
生
活
が
苦
し
く
人
々

の
士
気
も
す
っ
か
り
沈
み
き
っ

て
い
た
と
き
、
ま
ず
ス
ポ
ー
ツ

を
盛
ん
に
し
、
明
る
さ
を
と
り

も
ど
し
気
力
を
高
め
よ
う
と
、

当
時
の
中
堅
的
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン

の
呼
び
か
け
で
計
画
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
二
十
一
年
、
日
本
体

I
れ
て
続
き
ま
し
た
。澱＃

誌群:き
ぜ 山潅‘

蕊錘謡鞍薙嘩蕊
錐

Ⅱ
皿
鎧

押

巌

弾

釦

Ⅱ
零

聯

隙

糸

Ｊ

韓

呼

戦

誇

眼

●

噌

罰

午
Ⅱ
‐
壁
搦
Ⅱ
群
蓉
鞭
荘
臨
式
㎡
ｒ
‐
・

碇

中
罰
。
了
佇
●

●
●
津哉

‐３

剣

・

二

三

三

三

三

二

三

三

三

三

二

三

三

害

亘

三

三

三

二

一
三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

二

三

三

三

三

三

三

三

一
三

三

一
三

三

三

三

三

三

三

三

三
一
三

三

あ
わ
せ
て
地
方
文
化
の
発
展
に
中
の
天
皇
陛
下
を
お
迎
え
し
、
Ⅲ

’
一匹

一
第
一
回
国
体
は
蝋
灘
輔
悪
癖
瀦
箙
湿
溌
柵
雛
囎
愉
う

手
昭
和
二
十
一
年
国
体
の
第
一
回
か
ら
の
あ
し
参
加
選
手
、
役
員
を
は
じ
め
ス
ー
よ

｜
京
阪
神
地
区
で
蕊
遣
り
か
え
っ
て
ゑ
ま
し
鮮
蝋
爵
罷
託
登
州
旬

日
子基
軸
と
災
を
免
れ
た
京
都
市
を
中
心
と
心
畔
和
迄
耐
、
一
唾
曄
都
姉
津
坤
畔
評
《
》
誕
州
禧
密
》
畦
》
誕
艸
銅

。
第
一
回
大
会
（
京
阪
神
）

の
わ
が
育
協
会
の
企
画
に
よ
っ
て
、
戦

で
し
た
し
て
、
第
一
回
国
民
体
育
大
会
奈
良
の
五
府
県
で
、
食
糧
を
片
ま
し
た
。

み
き
っ
国
体
は
、
毎
年
地
方
の
持
ち
人
の
選
手
が
参
加
し
、
ス
ポ
ー
し
ぴ
誰
罫
咋
恥
鰄
峠
唾
唾
幟
珪
帥
壼

く
人
々
（
国
体
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。
手
に
さ
げ
た
五
千
三
百
七
十
七

》
劃
”
咽
吻
葎
畔
陸
榊
岬
蕪
率
玲
唖
誕
率
塞
垂
曇
轟
諦
呼
》
科
州
吋
卦
畔
叩
癖
斗
挫
畔
窪
畳
惟
識
壁
秒
毒

ぅ
と
、
ポ
ー
ッ
の
祭
典
と
し
て
、
広
く
し
た
。

調
龍
法
僻
訓
卜
群
捷
悲
詐
岬
燕
‐
識

シ
マ
ン
国
民
の
間
に
普
及
し
ス
ポ
ー
ツ
◎
第
二
回
大
会
（
石
川
県
）

れ
ま
し
精
神
を
高
め
て
国
民
の
健
康
増
こ
の
大
会
の
開
会
式
に
は
、
が
発
行
さ
れ
た
の
も
こ
の
年
か
‐
◆

日
本
体
進
と
体
力
の
向
上
を
は
か
り
、
お
り
か
ら
北
陸
地
方
を
ご
巡
幸
ら
で
す
。

灘

リ

韓野

鴬蕊鐵 篭:灘:謎議

l l l I I I l I I l I ' ' 1 l I l l Ⅱ ' l I I I l l I l I l l l I l l l l l l l I ｢ l l l l l I l ｢ l l l 1 Ⅱ l l l l I I I ' ' '1 1 ' ' 1 1世

家
事
労
働
の
電
化
な
ど
で
、

時
間
に
ゆ
と
り
の
持
て
る
よ
う

に
な
っ
た
主
婦
の
か
た
が
た
が

レ
ジ
ャ
ー
資
金
や
マ
イ
ホ
ー
ム

資
金
な
ど
を
得
る
た
め
と
か
、

社
会
の
ふ
れ
あ
い
を
持
つ
な
ど

の
目
的
で
、
。
ハ
ー
ト
タ
ィ
ム
で

働
く
か
た
が
ふ
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
主
婦
が
パ
ー
ト
で

働
い
た
と
き
の
収
入
と
所
得
税

の
関
係
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

』
全
員
ノ
Ｏ

◇
所
得
税
の
配
偶
者
控
除
が
受

け
ら
れ
る
場
合

主
婦
の
．
〈
ｌ
ト
収
入
が
、
年

間
三
十
四
万
二
千
円
よ
り
少
な

い
と
き
は
、
夫
の
所
得
か
ら
配

Ｈ
軍
刊
咄
閃
禺
、
軋
遇
や
Ｌ
、
咄
、
、
、
、
、
軋
噌
魁
、
、
、
、
、
Ｌ
、

・電気器具をふやしたとき、契約アンペア

を変えようとする前に、ちょっと使い方

を工夫してみてくだ．さい。

･使用時間が重ならないようにすると今ま

での契約で使えて経済的です。

主
婦
の
パ
ー
ト
と
税
金

、
禺
廷
間
、
Ｌ
、

金一一屍
′ ､、

◆スイヅチは

手まめに点滅しましょう

・ちょっとへやを出るときも手まめにス

イッチを切る習|質をつけることがたい

せつです。

．少しのことでもムダをはぶいていけば

家計にもプラスします。

偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

◇
・
〈
－
ト
収
入
に
所
得
税
が
か

か
る
場
合

収
入
が
年
間
四
十
一
万
二
千

円
以
上
の
と
き
は
、
配
偶
者
控

除
は
受
け
ら
れ
な
い
の
は
も
ち

ろ
ん
、
・
ハ
ー
ト
収
入
に
対
し
て

所
得
税
が
か
か
り
ま
す
。

◇
。
〈
１
卜
収
入
が
こ
の
中
間
の

場
合
収
入
が
年
間
三
十
四
万
二
千

円
以
上
で
、
四
十
一
万
二
千
円

よ
り
少
な
い
と
き
は
、
配
偶
者

控
除
は
受
け
に
れ
ま
せ
ん
が
、

パ
ー
ト
収
入
に
は
所
得
税
は
か

か
り
ま
せ
ん
。（
日
立
税
務
署
）

閃
、
、
咄
Ｎ
Ｌ
Ｌ
樹
、
、
Ｌ
§
Ｌ
、
、
、
、
、
、
兇
、
、
当
為
、
閏
、
、
禺
烏
、
閏
、
、
迩
魁
、
、
迅
沁
判
、
、
咄
烏
、
、
咄
門
地
為
、
、
部

、
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